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『
過
程
の
演
習

新
国
語
問
題
集
』
補
足
・
解
説
・
解
答※

字
に
付
せ
る
数
字
は｢

明
説
」
の
頁
数
也
。

●
せ
り
ふ
を
「

」
で
囲
め

［

］
次
の
文
章
を
よ
く
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。〈
大
阪
市
立
大
〉

22
魏

文

侯

燕

飲
、
皆

①
令

諸

大

夫

論

己
。
或

言

君

仁
、
或

言

君

155
1

7
2

義
、
或

言

君

之

智

也
。
至

於

任

座
。
任

座

曰
、
君

不

肖

君

也
。

240

得

中

山

不

以

封

君

之

弟
、
而

以

封

君

之

子
。
是

以

知

君

之

不

肖

也
。
文

侯

不

説
。
知

於

顔

色
。
任

座

趨

而

出
。
次

及

翟

黄
。
翟

黄

曰
、
君

賢

君

也
。
臣

聞
、
其

主

賢

者
、
其

臣

之

言

240

直
。
今

者

任

座

之

言

直
。
②
是

以

知

君

之

賢

也
。
文

侯

喜

曰
、

213

可

反

歟
。
翟

黄

対

曰
、
③
奚

為

不

可
。

臣

聞
、
忠

臣

畢

其

忠
、

58
211

而

不

敢

遠

其

死
。
④
座

殆

尚

在

於

門
。
翟

黄

往

視

之
、
任

座

165
169

在

於

門
。
以

君

令

召

之
。
任

座

入
、
⑤
文

侯

下

階

而

迎

之
。
終

168

座

以

為

上

客
。
文

侯

微

翟

黄
、
則

幾

失

忠

臣

矣
。

211
93

142
136

（
『
呂
氏
春
秋
』）

●
『
呂
氏
春
秋

』
の
呂
氏
と
は
、
戦
国
時
代
末
期
の
秦
の
政
治
家
呂
不
韋
。
彼
が
食
客
を
集
め
て

り
よ
し
し
ゆ
ん
じ
ゆ
う

り
よ

り

よ

ふ

い

共
同
編
纂
さ
せ
た
書
物
。
秦
の
始
皇
帝
の
実
の
父
と
い
う
説
も
あ
り
。

●
句
法
・
用
字
チ
ェ
ッ
ク

※
字
に
付
せ
る
数
字
は｢

明
説
」
の
頁
数
也
。

パ

ン

ダ

令

155或

1
7

2不

肖

240説臣

240是

以

213歟

58

奚

為

211不

敢

165尚

169終

168以

為

211微

93

4（22）『呂氏春秋』

- 2/6 -

幾

142矣
。

136問
１

傍
線
部
①
を
書
き
下
し
文
に
せ
よ
。

文
侯
は
、
己
＝
自
分
に
つ
い
て
、
論
じ
さ
せ
た
。
酒
宴
の
余
興
め
い
た
も
の
だ
っ
た
の
で
は
？

●
―
―
を
し
て
―
―
せ
し
む

毎
度
お
な
じ
み
！

人

間

動

詞

●
し
む
（
日
本
語
の
助
動
詞
・
未
然
形
接
続
）
は
、
平
仮
名
。「
論
ぜ
」
が
未
然
形
。｢

論
ざ
」
と
か

ア
カ
ン
で
。「
論
＋
す
」
な
の
で
サ
変
。
濁
っ
て
る
け
ど
。「
せ
、
し
、
す
、
す
る
、
す
れ
、
せ
よ
」

漢
語

問
２

傍
線
部
②
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
翟
黄
は
「
知
君
之
賢
」
と
言
っ
た
の
か
、
わ
か

り
や
す
く
説
明
せ
よ
。

●
其
主
＝
賢
者

→

其
臣
之
言
＝
直
。

：

今
者
任
座
之
言
＝
直
→
其
主
＝

な
ら
ば

君
主
が
賢
明
な
ら
ば
、
臣
下
は
言
い
に
く
い
こ
と
で
も
直
言
す
る
（
賢
者
は
直
言
を
受
容
で
き
る

器
量
が
あ
る
か
ら
）
。
今
、
任
座
は
（
君
主
は
愚
か
だ
と
）
直
言
し
た
。
だ
か
ら
、
そ
の
君
主
で
あ

る
あ
な
た
は
賢
者
だ
と
わ
か
る
。

↓

（
解
答
例
１
）
君
主
が
賢
明
な
ら
、
臣
下
は
批
判
で
も
直
言
す
る
が
、
今
、
任
座
は
文
侯
は
愚
か
だ

と
直
言
し
た
か
ら
。（

字
）

40

（
解
答
例
２
）
任
座
が
文
侯
を
愚
か
者
だ
と
直
言
し
た
が
、
臣
下
が
直
言
す
る
の
は
君
主
が
賢
君
で

あ
る
証
拠
だ
か
ら
。（

字
）

40

▼
〔
比
べ
る
と
２
が
よ
り
優
れ
て
い
る
〕
「
ど
の
よ
う
な
理
由
で
「
知
君
之
賢
」
と
言
っ
た
の
か
」
に
対

す
る
応
答
と
し
て
は
、
「
臣
下
が
直
言
す
る
の
は
君
主
が
賢
君
で
あ
る
証
拠
だ
か
ら
」
の
方
が
端
的

で
あ
る
。
「
任
座
は
文
侯
は
愚
か
だ
と
直
言
し
た
か
ら
」
は
、
前
半
が
な
い
と
意
味
を
な
さ
な
い
。

問
に
対
す
る
文
末
の
対
応
が
決
め
手
。

問
３

傍
線
部
③
を
、「
不
可
」
の
具
体
的
な
内
容
を
補
っ
て
現
代
語
訳
せ
よ
。

奚

為

不

可
。
＝
ど
う
し
て
〔
―
―
が
〕
で
き
な
い
か
、
い
や
で
き
る
。

211●
可

反

歟

＝
任
座
を
呼
び
返
す
こ
と
が
で
き
る
か
（
問
）
→
で
き
ま
す
（
答
）

▼
反
＝
返

58
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問
４

傍
線
部
④
に
つ
い
て
、
翟
黄
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
推
測
し
た
の
か
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
せ
よ
。

▼
な
ぜ
の
根
拠
→
直
前
（
ま
た
は
直
後
）

●
臣
聞
、
忠
臣
畢
其
忠
、
而
不

敢
遠
其
死
。
▼
畢
＝
尽

165

・
忠
臣
＝
忠
を
尽
く
し
、
死
を
恐
れ
ず

・
任
座
＝
忠
臣

∴
任
座
は
死
を
恐
れ
ず
＝
逃
げ
な
い

☆
構
文
＝
翟
黄
は
―
―
と
推
測
し
た
か
ら
。

◎
問
５

傍
線
部
⑤
に
つ
い
て
、
文
侯
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
行
動
を
取
っ
た
の
か
、
本
文
全
体
の
内

容
を
踏
ま
え
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
せ
よ
。

問
い
の
趣
旨
は
、
「
王
が
わ
ざ
わ
ざ
下
り
て
迎
え
に
行
く
と
い
う
行
動
に
（
ふ
つ
う
は
そ
ん
な
こ

と
し
な
い
）
ど
ん
な
思
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
か
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

▼
小
説
の
と
き
の
技
法
を
応
用
→
文
侯
の
視
点
か
ら
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
変
化
の
過
程
の
整
理
。

・
愚
か
者
と
言
わ
れ
不
機
嫌
に
な
っ
た
。

・
賢
君
ゆ
え
の
発
言
と
諭
さ
れ
、
任
座
が
忠
臣
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

・
（
そ
の
後
）
任
座
を
上
客
と
し
、
忠
臣
と
認
め
た
こ
と
を
周
知
。

（
・
任
座
の
よ
う
な
直
言
を
受
け
入
れ
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
を
示
す
）
←
直
接
書
い
て
な
い

〔
全
部
書
い
た
答
案
例
〕
文
侯
は
、（
任
座
に
愚
か
者
と
言
わ
れ
不
機
嫌
に
な
っ
た
が
、）
翟
黄
に
そ

れ
は
あ
な
た
が
賢
君
ゆ
え
の
発
言
と
諭
さ
れ
、
任
座
が
忠
臣
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
任
座
を
呼
び

戻
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
を
忠
臣
と
認
め
、
任
座
の
よ
う
な
直
言
を
受
け
入
れ
る
つ
も
り
で
あ
る
こ

と
を
示
す
た
め
。

（
合
格
ラ
イ
ン
答
案
例
）
文
侯
は
、
翟
黄
に
任
座
が
忠
臣
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
、
任
座
を
呼

び
戻
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
を
忠
臣
と
認
め
よ
う
と
し
た
か
ら
。

（
ベ
タ
ー
）
彼
を
忠
臣
と
認
め
よ
う
と
い
う
気
持
ち
を
表
そ
う
と
し
た
か
ら
。

彼
の
ど
こ
が
忠
臣
か
と
い
え
ば
、
真
に
王
を
思
い
、
あ
え
て
直
言
を
辞
さ
な
い
点
だ
。
そ
の
後
、

上
客
に
取
り
立
て
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
も
、
「
直
言
す
る
家
臣
、
お
お
い
に
け
っ
こ
う
」
と
い

う
と
こ
ろ
を
周
囲
に
示
そ
う
と
し
た
行
動
だ
と
読
め
る
。

（
高
度
な
答
案
例
）
文
侯
は
、
翟
黄
に
任
座
が
忠
臣
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
、
任
座
を
呼
び
戻

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
よ
う
な
直
言
を
す
る
者
を
忠
臣
と
認
め
よ
う
と
い
う
気
持
ち
を
表
そ
う
と

し
た
か
ら
。

▼
「
彼
の
よ
う
な
直
言
を
す
る
者
を
忠
臣
と
認
め
よ
う
と
し
た
か
ら
」
と
い
う
中
間
バ
ー
ジ
ョ
ン
も
可
。

4（22）『呂氏春秋』
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【
冊
子
の
解
答
例
】

問

諸
大
夫
を
し
て
己
を
論
ぜ
し
む

1
問

任
座
が
文
侯
を
不
肖
の
君
と
直
言
し
た
が
、
臣
下
が
直
言
す
る
の
は
君
主
が
賢
君
で
あ
る
証

2
拠
だ
か
ら
。

問

任
座
を
、
ど
う
し
て
呼
び
戻
せ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
い
や
、
呼
び
戻
す
こ
と
が

3
で
き
ま
す
。

問

忠
臣
は
忠
節
を
尽
く
し
て
自
分
の
死
を
恐
れ
な
い
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
任
座
が
罰
を
恐
れ

4
て
逃
げ
去
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
と
考
え
た
か
ら
。

問

翟
黄
の
説
明
で
任
座
が
忠
臣
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
任
座
を
丁
寧
に
迎
え
る
こ
と
で
文
侯

5
の
器
の
大
き
さ
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
。

諌
言

忠
言
耳
に
逆
ら
う
【
出
典
】『
孔
子
家
語
』

こ

う

し

け

ご

真
心
を
込
め
て
い
さ
め
る
言
葉
や
忠
告
は
、
聞
く
側
に
と
っ
て
は
つ
ら

い
も
の
だ
か
ら
、
な
か
な
か
素
直
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
も
の
だ
。
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［22

］
次
の
文
章
を
よ
く
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。〈
大
阪
市
立
大
〉

魏
（
注
一
）
文

侯
（
注
二
）
燕

飲
、
皆

①
令

諸
（
注
三
）
大

夫

論

己
。
或

言

君

仁
、
或

言

君

義
、
或

言

君

之

智

也
。
至

於

任

座
。
任

座

曰
、

君

不

肖

君

也
。
得
（
注
四
）
中

山

不

以

封

君

之

弟
、
而

以

封

君

之

子
。
是

以

知

君

之

不

肖

也
。
文

侯

不

説
。
知

於

顔

色
。
任

座

趨

而

出
。
次

及

翟

黄
。
翟

黄

曰
、
君

賢

君

也
。
臣

聞
、
其

主

賢

者
、
其

臣

之

言

直
。
今

者

任

座

之

言

直
。
②
是

以

知

君

之

賢

也
。
文

侯

喜

曰
、
可

反

歟
。
翟

黄

対

曰
、
③
奚

為

不

可
。

臣

聞
、
忠

臣

畢

其

忠
、
而

不

敢

遠

其

死
。
④
座

殆

尚

在

於

門
。

翟

黄

往

視

之
、
任

座

在

於

門
。
以

君

令

召

之
。
任

座

入
、
⑤
文

侯

下

階

而

迎

之
。
終

座

以

為

上

客
。
文

侯

微

翟

黄
、
則

幾

失

忠

臣

矣
。

（
『
呂
氏
春
秋
』
よ
り
）

〔
注
〕

（
一
）
文
侯
―
―
中
国
、
戦
国
時
代
の
魏
の
君
主
。

（
二
）
燕
飲
―
―
酒
宴
を
催
す
こ
と
。

（
三
）
大
夫
―
―
中
国
に
お
け
る
官
位
の
一
つ
。
後
出
の
「
任
座
」
や
「
翟
黄
」
と
い
う

人
物
も
大
夫
の
一
人
。

（
四
）
中
山
―
―
戦
国
時
代
の
国
名
。

【
原
文
】

魏

文

侯

燕

飲
、
皆

令

諸

大

夫

論

己
。
或

言

君

仁
、
或

言

君

義
、
或

言

君

之

智

也
。
至

於

任

座
。
任

座

曰
、
君

不

肖

君

也
。

得

中

山

不

以

封

君

之

弟
、
而

以

封

君

之

子
。
是

以

知

君

之

不

肖

也
。
文

侯

不

説
。

知

於

顔

色
。
任

座

趨

而

出
。
次

及

翟

黄
。
翟

黄

曰
、
君

賢

君

也
。
臣

聞
、
其

主

賢

者
、
其

臣

之

言

直
。
今

者

任

座

之

言

直
。
是

以

知

君

之

賢

也
。
文

侯

喜

曰
、

可

反

歟
。
翟

黄

対

曰
、
奚

為

不

可
。

臣

聞
、
忠

臣

畢

其

忠
、
而

不

敢

遠

其

死
。
座

殆

尚

在

於

門
。
翟

黄

往

視

之
、
任

座

在

於

門
。
以

君

令

召

之
。
任

座

入
、
文

侯

下

階

而

迎

之
。
終

座

以

為

上

客
。
文

侯

微

翟

黄
、
則

幾

失

忠

臣

矣
。

（
『
呂

氏
春
秋
』
よ
り
）

4（22）『呂氏春秋』
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問
１

傍
線
部
①
を
書
き
下
し
文
に
せ
よ
。

問
２

傍
線
部
②
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
翟
黄
は
「
知
君
之
賢
」
と
言
っ
た
の
か
、
わ
か

り
や
す
く
説
明
せ
よ
。

［
目
安
］40

字

問
３

傍
線
部
③
を
、「
不
可
」
の
具
体
的
な
内
容
を
補
っ
て
現
代
語
訳
せ
よ
。

問
４

傍
線
部
④
に
つ
い
て
、
翟
黄
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
推
測
し
た
の
か
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
せ

よ
。

［
目
安
］60

字

◎
問
５

傍
線
部
⑤
に
つ
い
て
、
文
侯
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
行
動
を
取
っ
た
の
か
、
本
文
全
体
の
内

容
を
踏
ま
え
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
せ
よ
。

［
目
安
］60

字

【
解
答
】

問1

諸
大
夫
を
し
て
己
を
論
ぜ
し
む

問2

任
座
が
文
侯
を
不
肖
の
君
と
直
言
し
た
が
、
臣
下
が
直
言
す
る
の
は
君
主
が
賢
君
で
あ
る
証

拠
だ
か
ら
。

問3

任
座
を
、
ど
う
し
て
呼
び
戻
せ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
い
や
、
呼
び
戻
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問4

忠
臣
は
忠
節
を
尽
く
し
て
自
分
の
死
を
恐
れ
な
い
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
任
座
が
罰
を
恐
れ

て
逃
げ
去
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
と
考
え
た
か
ら
。

問5

翟
黄
の
説
明
で
任
座
が
忠
臣
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
任
座
を
丁
寧
に
迎
え
る
こ
と
で
文
侯

の
器
の
大
き
さ
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
。


